
安佐南区復興連携センター
閉所のお知らせ

(安佐南区災害ボランティアセンター)

平成２８年度  災害講演会・シンポジウム

忘れない  ８・２０広島豪雨災害 
これまでとこれから  ～未来のあなたに伝えたいこと～

プログラム

第２部 シンポジウム
「災害時の要配慮者支援の視点からのメッセージ」

○シンポジスト

配付しています

お問い合せ ： 安佐南区社会福祉協議会　ＴＥＬ（０８２）８３１－５０１１

　豪雨災害から２年半が経過し、被災地においては、砂防ダムの完成など復興に向
けた取り組みが進んでいます。一方で、被災により転居を余儀なくされた方や、当時
のことを思い出し心身の不調に悩んでおられる方もおられます。
　今回、これまでの被災者、被災地支援の取り組みを振り返り、今一度、豪雨災害の
ことを見つめ直し、日ごろからの顔の見えるつながりの大切さを再確認する場とし
たいと思います。
　被災者、被災地支援の取り組みを振り返るにあたり、要配慮者への支援の視点を欠くこ
とはできません。このたびの講演会・シンポジウムは要配慮者支援の視点から、地域の方、
支援団体の方と共に考え、学び、今後の支援活動に活かすことを目指して開催します。

　平成２６年(２０１４年)８月に発生した豪雨災害では安佐南区及び安佐北区にお
いて多数発生した土石流により甚大な被害が発生しました。
　本会では被災された方が一日も早く日常の生活に戻れるよう安佐南区災害ボラ
ンティアセンターを設置し、地域の関係機関・団体並びに、数多くのボランティアの
方と共に住環境の復旧のボランティア活動を中心とした被災者支援活動を行って
まいりました。その後、安佐南区復興連携センターと名称を改め、被災生活から日
常生活に移行するための生活支援と地域復興の取り組みを進めてきました。

　このたび、被災地において復興に向けた取り
組みが進んでいること、被災者からの支援の要
請も今年度は６件と減少し、今後の活動にも一
定のめどが立っていることから、平成２９年３月
３１日をもちまして安佐南区復興連携センター
を閉所させていただくことといたしました。

言葉では言い表せないほ
どの支援をいただいた地
域の皆さま、関係者の皆
さまに心よりお礼申しあ
げます。

　しかしながら、現在も被災地の復興活動は
継続しており、被災によりさまざまな課題を抱
えておられる方も多数おられます。

　復興連携センターは閉所しますがこれか
らも、社協の本来業務であるボランティア
活動として被災者支援活動を継続してまい
ります。

　同時に、これまでの支援活動で得た経験をもと
に地域の皆さま並びに関係機関・団体と連携し、
災害に強い安佐南区をめざしてまい進してまい
ります。引き続きご支援、ご協力を賜りますよ
う、お願い申しあげます。

広島市・広島市社会福祉協議会が
“災害ボランティア活動に参加
する場合や、ボランティアを受
け入れる立場になった際、どう
いった点に気をつければよい
のか”などをまとめたハンド
ブックを作成しました。

○座　長
安佐南区社会福祉協議会  事務局長

第１部 基調講演
「身近な人の心の健康に気づく」
広島大学保健管理センター准教授  臨床心理士

災害ボランティア
ハンドブック

災害ボランティア
ハンドブック

日　時

平成２９年３月８日(水)
１３時３０分～１５時３０分（１３時開場）

場　所

佐東公民館　大ホール
安佐南区緑井６丁目２９番２５号
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寄付は地域を支える第一歩

☆このようなときに、寄付というのはどうでしょうか？

●長寿や結婚、金婚式などのお祝いの記念として
●フリーマーケット・チャリティーバザーなどの収益金を
●グループの忘年会、会合などの会費の一部を
●香典返しに代えて
●お店などの募金箱から

☆主な寄付金の使途
　●地域福祉事業　　　●障害児者福祉事業
　●ひとり親福祉事業　●ボランティア事業
☆寄付金のお申し込み・お問い合わせ先
　広島市安佐南区社会福祉協議会事務局
　〒731-0194 広島市安佐南区中須1-38-13
　TEL（082）831-5011　FAX（082）831-5013

寄付についてのご案内
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皆様からの温かいご支援が、福祉の向上への大きな力
になります。寄付はそのひとつの方法です。

いただいたご寄付は、
下記の事業に使わせていただきます。
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◆ 私たちはこんな食育推進活動を行っています

～広島市安佐南区食生活改善推進員の会～
料理と味で地域をつなげる

◆ 私たちはこんな団体です
　「おいしく・楽しく・健康的な食生活」
を自ら実践し、食べることの楽しさや
大切さを普及しています。

安佐南区食生活改善推進員の皆さん▶

　安佐南保健センターで毎月１回程度定例会を開催し、調理実習や研修等を通じ
て食の学習をしています。毎年、自主活動のテーマを決めて年間計画を作成し、レ
シピ作りや調理実習を行っています。定例会で学んだことは、地域の「いきいき
サロン」等で紹介し、その普及啓発も行っています。また、安佐南保健センターの
栄養教室や健康まつりに協力し、栄養・食生活の改善や食育の推進をしています。

できあがった料理

　お邪魔した定例会での献立は「ねぎ
焼き」、「やわらか団子スープ」、「みたら
しあんの団子」、「季節の果物」でした。
どことなく、おふくろの味を感じさせ、
とてもおいしかったです。

地域をつなぐリポーターＹ

　本会では熊本地震・鳥取県中部地震・新潟県
糸魚川市火災で被災された方々を支援するこ
とを目的に区民の皆様からの義援金を募集し
ております。

平成２８年度義援金について平成２８年度義援金について

今後ともよろしくお願いいたします。

第７回安佐南区ボランティアまつり

　また、東北支援活動として行っている“たる募金”
ですが、今年度は２３，８１０円の募金がありまし

た。募金は全額、福島県飯舘村の
子どもに対する支援を目的とし
た『いいたてっ子未来基金』に寄
付させていただきました。

　平成２８年１０月２日（日）に安佐南区総合福祉
センターで開催し、約５５０名の来場がありまし
た。来場者アンケートでは、学生さんの活躍・折鶴
モニュメントや飾り付けが素晴らしい、楽しめた、
勉強になったなどの声をいただいています。

ご来場いただきました皆さま、
ご協力いただきました関係者の皆さま、
ありがとうございました。

第８回は、平成２９年
９月２４日（日）を予定しています。

ぜひ、ご来場ください。

ボランティア入門講座のご案内

●日　時 ： 平成２９年５月１８日から６月２２日までの
　　　　　 毎週木曜日１０：００～１２：００（全６回）
●参加費 ： ６４８円（テキスト代として）

□点訳ボランティア入門講座

　視覚に障がいのある方々が情報を得る方法のひとつと
して点字があります。視覚障がいについて理解を深め、点
訳方法を学び、ボランティア活動を始めましょう！視覚に
障がいのある方の点字習得のための参加もできます。

□要約筆記ボランティア入門講座

　聴覚に障がいのある方のコミュニケーションのひとつ
に要約筆記があることをご存じですか？話を要約し文字
で書いて相手に伝える方法で、大切な情報伝達手段のひ
とつです。書いて伝えるコミュニケーションのお手伝い
をしてみませんか。

●日　時 ： 平成２９年５月１１日から５月２５日までの
　　　　　毎週木曜日１０：００～１２：００（全３回）
●参加費 ： ３００円（資料代として）

介護者の集い

「ひまわり会」

　「ひまわり会」は、日頃の介護の悩みや不安を
同じ介護者の皆さんと気軽に話しあえる場です。
活動内容は、茶話会を基本に、花見や勉強会、日
帰り旅行などの行事も企画しています。今年度の
日帰り旅行は「いこいの村ひろしま」に行き、紅葉
と美味しい食事でリフレッシュを行いました。
　介護者のみなさん、是非一度参加してみません
か？

介護について
一人で悩んでいませんか？

ご協力
ありがとう
ございました。

ご協力
ありがとう
ございました。 紙面をお借りして、募金していただいた地域の皆様、

活動に尽力いただいた関係者の皆様にお礼申し上げます。
平成２８年度
募金実績額

皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金は、
ボランティア団体や民間の福祉関係団体・施設に配分
され、地域の福祉の推進に役立てられています。

１６，０１０，９７５円
（平成２９年１月31日現在）

熊本地震義援金　　　　　５，１３３，５９６ 円
鳥取県中部地震義援金　　　６３６，１３０ 円
新潟県糸魚川市火災義援金　　５０，０００ 円

（平成２９年２月２日現在）

皆様からお寄せいただいた義援金は中央共同
募金会を通して、被災者に配分されます。ご協
力、心より感謝いたします。

毎月第３水曜日
１０：００～１２：００

定例会

安佐南区総合福祉センター
５階 ボランティア研修室

場　所

参加希望者は安佐南区社会福祉協議会へお申し込みください


	●103310社協あさみなみ第97号（オモテ）-最終
	●103310社協あさみなみ第97号（ウラ）-最終

